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発  行 

鳥 取 県 

バドミントン協会 

総 務 本 部 総 務 部 

 

総 務 本 部 

総務本部長 石 谷  浩 

 

東京 2020 応援プログラムラリーラリー開催 

 

 東京オリンピックは 1 年延期となりましたが、バドミントンで東京 2020 を盛り上げるための応援 

プログラムラリーラリーを 10 月 27 日（日）境港市民体育館に於いて開催しました。 

県民スポレク祭に併せた開催であったため、大人から小学生まで幅広い年代の選手、保護者等に参

加いただき、大いに盛り上がり、終日賑わいました。ラリーラリーは、男子 30 名、女子 17 名、合計

47 名の参加者で行い、延べ 120 回にわたる挑戦となりました。中には 7 回も挑戦いただいたペアも

ありました。コロナ禍での開催でしたが、会場はラリーラリーを楽しむ声であふれ、皆さんオリンピ

ック開催を心待ちにしている様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 本 部 

事業本部長 濵橋 喜幸 

 

令和 2 年度の上期事業を終えて 

 

日頃は協会事業にご理解ご協力をいただき、ありがとうございます。 

令和 2年度は年度当初より新型コロナウイルス感染が全世界に拡大しつつある中において日本国内で 

も小学校、中学校、高等学校、大学が長い間休校となり、併せて人が集まる公共施設も利用が制限され 
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る中、バドミントン愛好家も普段の練習会場が使用できないため、練習ができない状況が続きました。 

また、中国大会、全国大会の中止が相次いで報告され、県協会としても県内大会を実施するかの可否 

について検討をしました。その中で中国大会、全国大会の予選会は開催日をぎりぎりまで順延して開催 

する等の策を講じて大会を開催しました。 

その際にも鳥取県・鳥取県教育委員会・日本バドミントン協会が作成した新型コロナウイルス感染対 

策ガイドラインを参考にして鳥取県バドミントン協会のガイドラインを作成し、県協会のガイドライン 

を遵守した形で大会を実施しました。 

具体的に実施した県協会主催大会は中国総合大会（混合の部）、中国シニア大会の県予選会(混合の部) 

と中国総合大会（男女単・複）の県予選会、全国小学生県予選会、全国小学生都道府県大会予選会です。

これらの大会は鳥取県バドミントン協会の新型コロナ感染対策ガイドラインに沿って実施し、無事終了 

しました。 

大会役員、競技役員にはリスクのある中、大会運営をして頂き有り難うございました。また、関係者

の方々にもお世話になりました。今後、新型コロナ感染が拡大するか収束するか見通せませんが、ガイ

ドラインに沿って対策をしっかりとして行くしかないと思いますのでご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

強 化 本 部 

強化副本部長 長濱 洋次 

 

令和 2 年度初の特別ジュニア選手指定強化事業を開催 

 

８月 29 日（土）、倉吉市体育文化会館において特別ジュニア選手指定強化事業を開催致しました。 

例年であれば、カテゴリー練習会や大山合宿など、国体に向けての厳しい強化練習をこなしている 

ところですが、新型コロナウイルスの猛威を受けて、今回初めてのジュニア強化事業となりました。 

また、当初の計画では中国ブロック大会のために確保していた体育館（予約３日間）をフル活用し、

ＡＣＴ西京、広島ガス、百十四銀行を迎え、成年女子強化事業との合同練習を企画していましたが、

8/8 からの全県コロナ警報発令の影響を受けて、事業縮小しての開催となりました。（8/21 には警報

解除となっています） 

当日は、高校 2年生の強化指定選手 9 名の他、大会中止によるコロナの影響を受けてまだ指定選手 

が確定していない将来有望な１年生にも声をかけ、選手 14名と強化指導者（役員・監督含）27名、 

総計 41名で実施することとしました。 

この猛暑故、冷房を利かした快適環境の中、源理事長からご挨拶をいただいた後、基礎打ちから始 

まり、午後はシングルス・ダブルスの実戦練習と、清水監督の檄が飛ぶ中、時には笑いもあり、フル 

スペックのハード練習が行われたのでした。今年初めての強化事業ということで、少し緊張が見られ 

た選手たちでしたが、次第にいつもの気合を取り戻し、バドミントンができることの喜びに浸ってい 

るようでした。 

大会やイベントが次々と中止となり、また普段の練習も以前と同じようにはできない状況が続いて 

おり、活動の場を閉ざされた選手・会員の傷心は如何ほどかと案じるところです。コロナ禍が早く終 

息することを祈るとともに、この状況下でもイベントが継続して開催できるよう、７月に策定した「新 
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型コロナウイルス感染症対策に伴うバドミントン競技大会・強化事業・講習会等実施にあたってのガ 

イドライン」を適時見直し、会員が安心してバドミントンができる環境整備に腐心することを、協会 

役員一同、心がけていく所存です。 

どうか選手・会員の皆様、希望を捨てず高いモチベーションを維持していただけますことを祈って 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ対策ガイドラインに従い、密を避けての強化練習。 

倉吉体育文化会館の広いアリーナが閑散としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導者の指示に熱心に耳を傾ける強化練習中の皆さん 

 

 

 

県協会だより 43 号は、コロナ感染症予防対策により大会、イベント等の開催制限の行われる中での発行 

となったこともあり、印刷物としての発行はせず、ホームページ掲載のみでのお届けとさせて頂くことと 

しております。 
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2020年 11 月 10日現在の来年度の全国大会競技日程を掲載します。 

今後変更になる可能性がありますのでご注意ください。 

 

 


